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し，体重が 10 kg 増加した妊婦がどんなに体動し
にくいかを体感し，身長の高低によってもずいぶ
ん違うなどと感想をもらした。また，新生児モデ
ルを 5体準備して，各自 1体ずつの抱っこ体験を
行ったところ，みな非常に喜び，「かわいい。赤
ちゃんがほしい！」など満面の笑みを浮かべなが
ら，感情を露にしていた。中には，ずっと児を抱
いていて離さず，そろそろ席に着くように，と促
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さないと離れようとしない者もいた。
　これらの体験後の感想として，「妊婦体験は本
当に重くて動きにくかった」，「これからは電車で
妊婦さんに会ったらすぐに席を譲ろうと思った」，
「お母さんがこういう思いだったのかとわかっ
た」，「赤ちゃんは本当にかわいい」など疑似体験
により，妊娠，出産を身近に感じたように思われ
た。
　5日間の講座を終えて，自分のライフコースを
再考してもらったところ，はじめから子どもがほ
しいと言っていたうちの一人は「赤ちゃんがほし
いとマジで思った。自分の子どもを産みたい」と
答え，また結婚願望なしと言っていたうちの一人
が「赤ちゃん一人ひとりがかわいい存在。子ども
を産み育てようという気持ちになった。もともと
子どもは好きじゃなかったけど，模型を見て持っ
てみると実際にかわいい」と答えた。この生徒は，
初日から若干表情が硬かったのだが，最終日には
非常に柔らかな笑みを浮かべるようになった。も
う一人の結婚願望なしと答えていた生徒は，「（子
どもは）いいな～って思った。だけど（出産する
のは）怖い…。将来はまだわからないが，目指し
ている職業（養護教諭）があるので，今はそれに
向かっている」と語った。
　講座の感想として，「（これまでの高校の）授業
ではよくわからないことがわかった」，「保健の授
業の内容がよりリアルになった」，「大人になるた
めのことを知ることができた」，「大学でしかでき
ない，こういう体験ができてよかった」などと答
えた。
Ⅳ　講座実施後の評価と今後の課題
　本講座は今年度初めて実施したのだが，研究と
しての介入というには準備に乏しく，評価指標も
明確でない。評価材料としては，ディスカッショ
ンの要約筆記と進行役であった筆者らの所感だけ
であるため，主観的な評価でしかないことを限界
と認めつつ，まとめておきたい。
　まず内容についてだが，本講座は，性や生殖に
関する知識の教授も行いはするが，いわゆる一般
的な性教育ということではなく，女子高校生らが
自らの性を受け止め，将来的なライフコースを描
き，次世代を育成する存在であるかもしれないと
いう意識を持たせ，リプロダクティブ・ヘルスを
保持増進させることを意図し，開講したものであ
る。若者らが自らの将来を考えるきっかけを与え
ることは社会への参画を実感できるという意義が
あり，成人への移行期にある世代に対する少子化
対策の一歩となり得る8）。したがって，このよう
な講座の開講は少なからず，次世代育成への支援
として効果があるものと考えられる。しかしなが
ら，本講座の中でのリプロダクティブ・ヘルス／
ライツの内容には高度生殖医療のような高校生に
は難解なものもあった。卵子は老化し，高齢にな
れば妊孕率が低下するという事実は若い時分に知
るべきことではあるとしても9），具体的な教育は
青年期・成人期以降が適当と考えるべきであろ
う。
　今回の講座では最終日に急遽内容を追加して，
妊婦，褥婦，新生児のモデルを使用した体験授業
を取り入れた。このような体験により，高校生ら
は母親の疑似体験をし，産む性としての自己価値
観を高め，よりライフコースを意識できたのでは
ないかと考えられる10）。実際に，講座前には結婚
願望がなく，子どもが苦手と思っていた生徒が，
新生児モデルなどに触れ，リアルな体験をした後
に，子どもを産み育てることへの肯定的発言が見
られたことは筆者らにとっても驚きであった。今
後も講義だけによらない体験型の教育方法を工夫
することで，より一層の効果が期待される。
　講座準備の当初は，参加者数は数十人を予定し
ていたが，5 名の希望者にとどまった。ディス
カッションを組み込むことを計画していたので，
いくつかのグループ形成を考えていた。しかし結
果的に 5名で 1グループ形成だったことは，進行
役の目が行き届き，また教員と受講者との親密性
を増すことができ，むしろよかった。毎回のディ
スカッションにより，自分なりの考えを持ち，解
釈を行うこと，他者と意見交換を行うことでその
違いに気づき新しい視点を持つことを期待した
が，これについては，その域まで達することがで
きなかったと考えている。高校生らにとって，ま
だ将来のライフコース自体が鮮明なものでなく，
これを語り合うにはもう少し時間を要するように
思える。しかし，他者の意見を聞くことが自身の
将来を考える刺激にはなったのではないかと考え
る。少なくとも，先輩の話を聞いた下級生からは
そのような発言があったことから，学年を超えた
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参加者で構成されたことも功を奏した。
　若者にとって，自分自身や将来について「考え
るきっかけ」を与えること自体が成人期への移行
を意識した家族形成意欲につながる可能性があ	
る11）。その意味では今回の介入は，女子高校生ら
に自分たちのリプロダクティブ・ヘルスを意識さ
せ，将来について何かしらを「考えるきっかけ」
になったであろうと思われる。
Ⅴ　おわりに
　今回，本講座に参加した高校生らは，「女性と
健康」という講座内容よりも大学教員による講座
ということに興味を抱き，応募されたようであっ
た。そうであっても，彼女らのライフコースを描
くという作業に少々加担できたのではないかと考
え，また大学と高校がこのような形で結びつける
ことは，高校側には進路指導についての参考に，
また大学教員としては，ありのままの高校生を知
る，という点でも有意義な活動ではないかと考え
る。今後もより多くの参加者に，リプロダクティ
ブ・ヘルスを意識した健康教育活動を展開したい
と考えている。
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